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令和８年７月 1 日 

足立区立梅島小学校 

校  長 瀬谷 智代 

養護教諭 福田 一恵 

 

ほけんだより７月が つ号 

裏面に続きます 
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４月より実施してきた定期健康診断が終了しました。 

今回の定期健康診断の結果は「定期健康診断の記録」として夏休み  

の個人面談時にお渡しします。保護者の確認印や学校への返却の必要

はありません。ご家庭で大切な記録として、保管してください。 
 

 ※治療・検査等がまだお済みでない場合は、お早めに医療機関でご相談ください。  
 

 

 
 

       東京都内で麻疹（はしか）が例年に比べて流行しています。 

      麻疹は、麻しんウイルスによって引き起こされる感染症です。 

       発熱、咳、鼻水などの風邪のような症状のあとに、高熱と発疹が出現し、

肺炎や脳炎等の重篤な合併症を発症することもあります。 

感染してから発症するまでは約 10 日、周囲に感染させる可能性がある期 

間は発症前 1日～解熱後 3日です。 

（感染力が非常に強く、免疫を持たない人が感染するとほぼ 100％発症する

ため、就学前までに 2回の予防接種をすることになっています。） 

      麻疹の疑いがある場合は、医療機関に電話で相談してから受診するように

しましょう。（罹患した場合、解熱後３日を経過するまで出席停止となります。） 

 

 
 

 屋外での活動等の際、熱中症を予防するための運動指針がありますのでご参照ください。 
気温 

（参考） 

暑さ指数 

（WBGT） 
熱中症予防運動指針 

３５℃以上 ３１以上 運動は原則中止 
特別の場合以外は運動を中止する。 

特に子供の場合には中止すべき。 

３１～３５℃ ２８～３１ 
厳重警戒 

(激しい運動は中止) 

熱中症の危険性が高いので、激しい運動や持久走

など体温が上昇しやすい運動は避ける。１０～２

０分おきに休憩をとり水分・塩分の補給を行う。

暑さに弱い人（体力の低い人、肥満の人、暑さに

慣れていない人）は運動を軽減または中止。 

２８～３１℃ ２５～２８ 
警戒 

(積極的に休憩) 

熱中症の危険が増すので、積極的に休憩をとり適

宜水分・塩分を補給する。激しい運動では、３０

分おきくらいに休憩をとる。 

２４～２８℃ ２１～２５ 
注意 

(積極的に水分補給) 

熱中症による死亡事故が発生する可能性がある。

熱中症の兆候に注意するとともに、運動の合間に

積極的に水分・塩分を補給する。 

２４℃未満 ２１未満 
ほぼ安全 

(適宜水分補給) 

通常は熱中症の危険は小さいが、適宜水分・塩分

の補給は必要である。市民マラソンなどではこの

条件でも熱中症が発生するので注意。 

（公財）日本スポーツ協会「スポーツ活動中の熱中症予防ガイドブック」（２０１９）より 

保護者の皆様へ 
 

気温が高い日が続いています。熱中症予防のためには、こまめに水分や        

塩分を補給することが大切です。また、朝食欠食や睡眠不足等の生活習慣       

の乱れは、熱中症になるリスクが高まります。お子様の健康状態を確認し         

体調が悪い時には、無理をせずにゆっくりと休養してください。 


